
第２回
北九州市部活の未来を考える会

令 和 ５ 年 ７ 月 ３ 日 （ 月 ）

北 九 州 市 教 育 委 員 会



少子化と部活動の関係
【北九州市】



本市の現状

平成元年度：約45,000人
令和４年度：約22,000人 約半数



本市の現状

平成元年度：約30,000人
令和４年度：約16,000人 約半数



本市の現状

ほぼ横ばい



本市の現状

70％から75％程度を推移



部活動設置の状況
【北九州市】



６８人 と ９１９人
【Ｒ４生徒数】

【Ｒ４教職員数】

１１人 と ５１人



バレーボール(8)

バスケットボール(8)

野球(5)

音楽(3)

美術(6)

陸上(114)、柔道(12)

剣道(24)、バレーボール(44)

バスケットボール(62)

サッカー(50)、野球(42)

卓球（88）、ソフトテニス(94)

合唱(48)、美術(86)、手芸(22)

茶華道(25)、将棋(22)

５部活 １４部活



Ｒ５ 部活動設置数

〇 運動部数 ３８２部

〇 文化部数 １８２部

〇 うち１０人以下で
活動している部活動

７７部

１４％



Ｒ５ １校当たりの部活動設置数

約60％の学校が
９部活以下の
設置数



Ｒ５ １校当たりの部活動設置数（運動部）

約40％の学校が
５部活以下の
設置数



Ｒ５ １校当たりの部活動設置数（文化部）

約77％の学校が
３部活以下の
設置数



【北九州市の部活動における課題】
◆ 少子化の影響
→ 生徒数の減少 ≒ 顧問数の減少

◆ 大規模校と小規模校の活動の格差
→ 活動の選択ができない
→ 設置数、大会参加、指導者など



○ 合同部活動
【A校】
・部員４名
・顧問は経験なし

【B校】
・部員７名
・顧問は経験あり

３７校・２７チーム（R4）
サッカー２２校・１１チーム
野 球１９校・ ９チーム



○ 連携部活動（拠点型）

【B校】
・サッカー部あり
・顧問経験あり
・受け入れ可能

【A校】
・サッカー部なし

１６校・２８名（R5.6現在）
軟式野球 ９名
男子バレー７名
サッカー ３名



他都市の先行事例
【静岡市】



他都市の先行事例【静岡市】

静岡市HPより抜粋



他都市の先行事例【静岡市】

静岡市提供資料より



他都市の先行事例
【大阪府】



他都市の先行事例【大阪府】
〇 府⽴⾼校における 部活動の改革について

令和４年度 第２回総合教育会議資料抜粋（大阪府HPより）



他都市の先行事例【大阪府】

令和４年度 第２回総合教育会議資料抜粋（大阪府HPより）



他都市の先行事例【大阪府】

令和４年度 第２回総合教育会議資料抜粋（大阪府HPより）



他都市の先行事例
【横浜市】



他都市の先行事例【横浜市】

〇指定地区外就学制度

住民登録している住所地により通学区域を定め、
指定された学校に通学することが原則。

しかし、個々の事情がある場合には、指定された
学校以外の学校に通学することができる「指定地区
外就学」という制度があり、この制度は次の理由に
該当する場合に適用される。

（横浜市HPより抜粋）



他都市の先行事例【横浜市】

① 指定された学校には取り組んでいた文化・
スポーツ活動の部活動が設置されていない

② 中学校入学時においては小学校時に１年以上
継続的に、転入学時においては前籍校で部活動
として、希望する部活動と同一の文化・スポーツ
活動に取り組んでいた

上記①②の両方を満たし、希望する部活動への入部を
前提に、その部活動のある近隣の中学校のうち自宅から
最も近くの中学校に通学を希望する場合

（横浜市HPより抜粋）



第３回会議内容の事前協議
「休日の部活動のあり方」



第３回事前 「休日部活動のあり方」

スポーツ庁（R4.6）・文化庁（R4.8）提言（抜粋）

〇 まずは、休日から段階的に地域移行していく
ことを基本とする

○ 目標時期：令和５年度の開始から３年後の
令和７年度末を目途

〇 平日の地域移行は、できるところから取り組む
ことが考えられ、地域の実情に応じた休日の地域
移行の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進



第３回事前 「休日部活動のあり方」

学校部活動及び新たな地域クラブ活動の
在り方等に関する総合的なガイドライン【概要】

・まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進

・平日の環境整備はできるところから取り組み、休日
の取組の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進
期間として地域連携・地域移行に取り組みつつ、
地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指す



第３回事前 「休日部活動のあり方」
〇 部活動地域移行に関するアンケート調査（教員用）
※６月２１日時点（速報値） ※回答者数１０９８人

Ｑ 現在、担当している部活動の指導を継続したい
ですか。

継続したい
４７％

継続したくない
５３％



第３回事前 「休日部活動のあり方」
〇 部活動地域移行に関するアンケート調査（教員用）
※６月２１日時点（速報値） ※回答者数１０９８人

Ｑ 土日等の部活動従事業務で負担だと思う項目を
教えてください。（複数回答可）



第３回事前 「休日部活動のあり方」
〇 部活動地域移行に関するアンケート調査（教員用）
※６月２１日時点（速報値） ※回答者数１０９８人

Ｑ 中学校の部活動を地域移行してほしいですか。

してほしい
５６％

現状がよい
１６％

どちらでもよい
２７％



第３回事前 「休日部活動のあり方」
〇 部活動地域移行に関するアンケート調査（教員用）
※６月２１日時点（速報値） ※回答者数１０９８人

Ｑ 報酬が支払われるなら、地域移行後も指導したい
と思いますか。 報酬が支払われて、専門種

目が指導できるなら、指導
をしたい

３２％報酬が支払われても、
指導したくない

６４％ 報酬が支払われるなら、専
門種目が指導できなくても、
指導をしたい

４％



スポーツ・カルチャー部会（案）
について



スポーツ・カルチャー部会について（案）

〇 目的

・ 「部活の未来を考える会」の会議において、
多くの関係団体や企業等を招聘し、「指導者
の確保」についての意見を聴取することが困
難である。そのため、スポーツ及びカルチャー
の２部会に分け、関係団体や企業等から広く
意見を聴取する。

・ 関係団体より聴取した意見は、「部活の未来を
考える会」の会議資料とし、議論する。



スポーツ・カルチャー部会について（案）

【スポーツ部会】
高田委員（九州共立大）
上村委員（総合型SC）
下田委員（ギラヴァンツ）
園田委員（スポーツ協会）
園山委員（中体連）

【カルチャー部会】
倉本委員（梅光学院大）
新谷委員（吹奏楽連盟）
花田委員（中文連）
和田委員（文化連盟）

関係団体や企業等
例：スポーツ関係のチームを保有している企業

文化的な教室を開催している企業や団体 など


